
現在までに北海道北部の日本海で放流した石狩湾系ニ

シンの人工種苗（以下，人工種苗と略する）の回遊につ

いては，８月に宗谷岬で再捕されていることから，放流

した後，北上すると考えられている１）が，その後の回遊

経路が不明である。また，天然のニシンでもこの時期の

回遊経路が明確になっていない２）ため，推定が難しい状

況にある。そこで，人工種苗の回遊経路を明らかにする

ために，2004～2006年の８月から12月にかけて，オホー

ツク海への回遊状況を調査した。なお，本研究は1996年

から開始した｢日本海ニシン資源増大プロジェクト｣の一

環として行った。

材料と方法

2004年から2006年に北海道北部の日本海で放流した人

工種苗を追跡するために，吉村１）の方法に準じて調査を

行った。すなわち，2004年８月から2006年12月に各場所

で釣り（チカサビキ（３～５号））によりニシンを採集し，

全長，体重を測定し，耳石を採取した。なお，人工種苗

は北海道栽培漁業振興公社羽幌事業所で生産され，天然

魚と区別するために，アリザリンコンプレキソンで標識

したものである。人工種苗であるかどうかは落射蛍光顕

微鏡（BX60，オリンパス社製）で耳石にＧ励起を照射し，

標識の有無を観察することで確認した。

結果と考察

放流地点と調査地点を図１に示した。本報では稚内港

～第２清浜漁港を宗谷湾，東浦漁港～枝幸港をオホーツ

ク海とし，人工種苗の追跡調査を宗谷湾（表１，表２）

とオホーツク海（表３，表４）に分けて結果を記載した。

再捕された人工種苗は標識区分，全長，耳石輪紋数など

から判断したところ，すべて０歳魚であった。

表１に示したとおり，宗谷湾では８月から11月まで人

工種苗が再捕され，10月の混入率が1 .27％で最も高かっ

た。11月には，10月とほぼ同数の釣獲尾数が得られたが，

人工種苗の混入率は10月に比べ，有意に低かった。また，
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12月になると，天然魚を含め，ニシンが採取されなかっ

た。

一方，表３，４に示したとおり，オホーツク海では８，

10，11月に人工種苗が再捕され，８月の人工種苗の混入

率が25 .0％と最も高かった。８月の再捕は東浦漁港のみ

であったが，10月には東浦漁港と頓別漁港で再捕があり，

11月の再捕は枝幸港のみであった。すなわち，時期が進

むに従って，再捕場所が南下する傾向がみられた。

北海道北部の日本海で放流された人工種苗の一部は放

流から１～３ヵ月かけて北上し，宗谷岬に達する１）こと

がわかっていたが，今回の結果から新たに北海道北部オ

ホーツク海に回遊することがわかった。この現象は，

1997年以降の石狩湾系ニシンの資源状態が高水準になっ

たこと３）に伴って，生息域が拡がったために起こった可

能性があった。本報は人工種苗の回遊についてであり，

天然の石狩湾系ニシンも同様に回遊するかについては別

途検討する予定である。

また，プロジェクト開始時から2006年までに，オホー

ツク海において漁獲対象サイズの標識魚再捕報告事例は

ないため，オホーツク海へ移動した人工種苗がその後ど

のように移動するかについてはさらに検討が必要である。
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表１ 2004～2006年の８月～11月に宗谷湾で調査したニ
シンの調査月（３年分合計）別の，１時間１人あ
たりの釣獲尾数，採集尾数，人工種苗の混入率

表２ 2004～2006年に宗谷湾で再補された放流魚の再補
年月日，再補尾数，再補場所，標識から判明した
放流場所

表３ 2004～2006年の8月～12月にオホーツク海で調査
したニシンの調査月（３年分合計）別の，１時間
１人あたりの釣獲尾数，採集尾数，人工種苗の混
入率

表４ 2004～2006年にオホーツク海で再補された放流魚
の再補年月日，再補尾数，再補場所，標識から判
明した放流場所


